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1. WES2805:2011 に基づく溶接欠陥評価の適用検討 

 

1.1 適用範囲 

 一般に、溶接構造物における脆性破壊の多くは、構造的不連続部などの局部的に応力集中を生じている

箇所から起こっている（図 6.1）。 

この規格（WES2805:2011）は、一般溶接構造物に用いられる鋼材を対象として、溶接継手の割れ（又

は平面状欠陥）からの脆性破壊，及び各種欠陥より生じた疲労亀裂の進展による損傷と脆性破壊への移

行に対する評価方法について規定している。 

尚、最終的な損傷形態として脆性破壊を取る場合には、評価対象となる欠陥は構造要素の応力集中部

（周囲を弾性応力場で囲まれるような位置）に存在する欠陥に限定する。 

 

ここでは、屋外貯蔵タンクへの WES2805:2011 に基づく溶接欠陥評価法の適用について検討する。図

6.2 には、WES2805:2011に基づく溶接欠陥評価フローを示す。 

 

 

 

図 6.1 構造的応力集中を有する継ぎ手 
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図 6.2 WES2805-2011 に基づく溶接欠陥評価フロー 

 

 

 

  

溶接欠陥の想定

残留応力場での疲労亀裂進展計算

表面亀裂寸法( )の設定

亀裂特性寸法（ ）の設定

破壊パラメータ ：《CTOD設計曲線》

外力による歪

残留応力による歪

応力集中による歪

繰返し応力

繰返し回数

評価歪

破壊靱性値（

破壊靱性試験
（又はｼｬﾙﾋﾟｰ衝撃試験）

判定

許容される 許容されない

NG

OK

第Ⅰ段

第Ⅱ段 脆性破壊発生

疲労亀裂進展



 

4 

 

1.2 疲労亀裂進展特性 

 

1.2.1 亀裂進展特性を表す材料定数 

 表面亀裂の疲労亀裂進展速度𝑑𝑑𝑑𝑑 𝑑𝑑𝑑𝑑⁄ は、疲労亀裂進展則（Paris 則）に基づき次式により評価する。 

 

   𝑑𝑑𝑑𝑑 𝑑𝑑𝑑𝑑⁄ = 𝐶𝐶(∆𝐾𝐾)𝑚𝑚      ∆𝐾𝐾 > ∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎ                   (6.1a) 

           𝑑𝑑𝑑𝑑 𝑑𝑑𝑑𝑑⁄ = 0                      ∆𝐾𝐾 > ∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎ            (6.1b) 

 

ここに、C, m：亀裂進展特性を表す材料定数，∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎ：下限界応力拡大係数範囲（𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀√𝑚𝑚）を示す（表 6.1）。 

尚、表中には残留応力の影響を考慮した「最安全側」の値と、応力比𝑅𝑅(𝜎𝜎𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 𝜎𝜎𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚⁄ ) = 0で引張残留応力が

存在しない場合の安全側の値も与えられており、評価対象に応じて選択できる。 

 

表 6.1 材料定数（WES2805） 

 

図 6.3 には、疲労亀裂が溶接引張残留応力場を進展する場合の試験結果との比較を示す。同図より、

「最安全側」の材料定数 C, m，∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎを用いれば各種試験結果と比較して安全側の評価を与える。 

   

図 6.3 WES2805:2011 の疲労亀裂進展速度表示 

 

 

  

C値 m値 ∆Kth

最安全側 2.60×10-11 2.75 2.00

残留応力なし 4.34×10-12 3.30 3.50
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1.2.2 疲労亀裂進展寿命の算定 

半楕円表面亀裂（図 6.4）の疲労亀裂進展計算には、次の二つの方法がある。 

 

図 6.4 半楕円表面亀裂 

 

（１）最深部／板表面の亀裂進展速度に関する連立微分方程式を数値積分して算定する方法 

最深部（A点）： 
𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑

= 𝐶𝐶(∆𝐾𝐾)𝑚𝑚      (6.2a) 

板表面（C点）：  
𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑

= 𝐶𝐶(∆𝐾𝐾)𝑚𝑚     (6.2b) 

 

（２）簡易算定法 ※ASME Boiler and Pressure Vessel Code, Sec.Ⅸ, Appendix A 

亀裂の深さ方向への進展は、パリス則を数値積分することにより求め、亀裂の板表面での進展は亀裂

形状変化に基づく以下の関係式に亀裂深さを代入することにより求める。 

最深部（A点）：  
𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑

= 𝐶𝐶(∆𝐾𝐾)𝑚𝑚      (6.2a) 

板表面（C点）：初期亀裂の板表面での半長𝑐𝑐0, 深さ𝑎𝑎0とし、 

亀裂形状変化に基づく関係式（表 6.2）に亀裂深さを代入する。 

  

表 6.2 板表面の亀裂進展(ASME)   

 

 

  

最深部(A点）

板表面(C点）
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尚、半楕円表面亀裂の最深部（A点）及び板表面（C点）の応力拡大係数（𝐾𝐾 ）は、表 6.3による。 

 

 

表 6.3  半楕円表面亀裂の応力拡大係数（𝐾𝐾 ） 

 

 2) 1 < 𝑎𝑎 𝑐𝑐⁄ ≤ 2,   

0 < 𝑎𝑎 𝑡𝑡 ≤ 1, 2𝑐𝑐 𝑊𝑊 < 0.5,0 ≤ 𝜙𝜙 < 𝜋𝜋⁄⁄ の場合→省略 

 

 

 

 

半楕円表面亀裂 

（Raju-Newmannモデル） 

 

 

  

ここで、

の場合
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図 6.5に、 疲労亀裂進展寿命の算定フローを示す。 

 

 

 

図 6.5 疲労亀裂進展寿命の計算フロー 

 

 

1.2.3 検証（疲労試験結果との比較） 

ここでは、既往の調査検討「新技術を活用した石油タンクの検査・判定方法に関する調査検討

（JOGMEC委託）」で実施した底板突合せ継ぎ疲労亀裂進展性試験のうち、曲げ疲労試験結果との比較検

討を行って、当該疲労進展解析手法の妥当性を検証する。 

 

（１）設計疲労亀裂伝播曲線 

太田ら 1)は引張残留応力場にある各種溶接継手の疲労亀裂試験を行い、設計疲労亀裂伝播曲線を求め

ている（図 6.6）。同図は、定荷重振幅試験で求めた応力除去焼鈍を施していない溶接継手試験 38本に

ついて、応力比𝑅𝑅が 0.5,0,-1で求めた亀裂伝播特性データ 3,335 点の回帰計算に基づいて描かれてい

る。これより、回帰曲線（中間値）の定数 C=1.45×10-11, m=2.75，∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎ = 2.40に対し、99.5%信頼限界

（C=2.60×10-11, m=2.75，∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎ = 2.00）を「設計疲労亀裂伝播曲線」として提案している。 

表 6.4には、これら 99.5%信頼限界、回帰曲線（中間値）の他に、参考としてグラフより読み取った

下限側の値を示している。WES2805:2011における「最安全側」は、この太田ら 1)の試験結果のうち

99.5%信頼限界に相当している。 

尚、疲労亀裂進展速度の算定における適用制限として、図 6.6の応力拡大係数範囲が∆K ≤

100MPa√𝑚𝑚                        
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であることに留意する必要がある。 

 

    

図 6.6  疲労亀裂進展速度の実験結果 1) 

 

 

表 6.4  材料定数（試験結果 1）） 

 

 

 

（２）既往の曲げ疲労試験 

既往の調査検討では、疲労亀裂の初期欠陥（人工的な欠陥）として、図 6.7に示す「放電加工＋疲労

予亀裂」による半楕円表面亀裂を再現し、初期亀裂を有する底板突合せ継手の 4点曲げ疲労試験を実施

している（図 6.8）。 

 

図 6.7 初期欠陥（人工欠陥） 

回帰曲線
（中間値）

（下限側）

制限
100𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀 𝑚𝑚

C値 m値 ∆Kth

99.5%信頼限界 2.60×10-11 2.75 2.00

回帰曲線 1.45×10-11 2.75 2.40

（下限側） (0.8×10-11) 2.75 (3.0)
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試験片寸法：幅 100mm×長さ 1000mm 

（裏当：板厚 3.2mm×長さ 20mm） 

 

図 6.8 4点曲げ試験片 

 

表 6.5には、既往の疲労試験で製作した初期欠陥（半楕円表面亀裂）を有する疲労試験片と、歪制御負

荷を示す。 

表 6.5  疲労試験片 

 

 

尚、既往の調査検討においては「“低温タンクの耐久性委員会報告書”の空満繰返し回数 18.5回/年

等より、底板に対する荷重繰返し回数を 1000 回（設計寿命 50年）」に設定 している。 

 

（３）計算結果との比較 

表 6.5の疲労試験片のうち、No.①に示す板厚 6mmで初期亀裂(3mm×9mm)の試験結果を図 6.9に、同

じく初期亀裂(3mm×18mm)の試験結果を図 6.10 に示し、解析結果と比較した。図中には、試験結果（■

印）のうち最深部（Ａ点）を青色、板表面（Ｃ点）を赤色で示す。 

一方、疲労進展解析では、太田ら 1)の試験結果を基にして、前出の表 6.4に示す回帰曲線（中間値）

を○印で、99.5%信頼限界（WES2805:2011 の最安全側）と下限側の値を用いた結果を点線（……）で示

した。 

  

図 6.9及び図 6.10の試験結果は、疲労進展解析において、表 6.4の回帰曲線（中間値）又は下限側

の材料定数を用いた場合と良く一致している。更に、表 6.5の 99.5%信頼曲線の材料定数を用いた場合

には、全て安全側の結果を示すことが明となった。 

 

No. 板厚(mm) 材質
初期亀裂
（深さ×長さ）

数量 歪制御（%） 備考

3.0×6.0 2 0.2, 0.28

3.0×9.0 2 0.2, 0.30 ※

3.0×12.0 2 0.2, 0.24

3.0×18.0 2 0.2, 0 .3 0 ※

--- 4 0.12～0.70

1.5×3.0 4 0.12～0.75

3.0×6.0 4 0.12～0.625

3.0×12.0 2 0.12, 0 .5 0 ※

3.0×18.0 2 0.12, 0 .2 6 ※
③ 12 SS400

① 6 SS400

② 12 SS400
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※歪制御 0.3%（－0.04％～0.26％），回帰曲線 【結果】破断回数 𝑁𝑁𝑓𝑓 ≥ 15,000 回（破断せず） 

図 6.9 板厚 6mm、初期亀裂(3mm×9mm) の解析結果 

 

  

※歪制御 0.3%（-0.08％～0.22％），回帰曲線 【結果】破断回数 𝑁𝑁𝑓𝑓 ≥ 15,000 回（破断せず） 

図 6.10 板厚 6mm、初期亀裂(3mm×18mm)の解析結果 

 

同様にして、表 6.5の疲労試験片のうち、No.③に示す板厚 12mmで初期亀裂(3mm×12mm)の試験結果

を図 6.11に、同じく初期亀裂(3mm×18mm)の試験結果を図 6.12 に示し、解析結果と比較した。図中に

は、試験結果（■印）のうち最深部（Ａ点）を青色、板表面（Ｃ点）を赤色で示す。 

 

図 6.11 より、当該試験では突合溶接継手の溶接止端部より、荷重繰返し回数𝑁𝑁𝑓𝑓 = 13,050 回で破断し

たとしている。図 6.11及び図 6.12の試験結果は、疲労進展解析において、前出の表 6.4に示す回帰曲

線（中間値）又は下限側の材料定数を用いた場合と良く一致している。更に、表 6.5の 99.5%信頼曲線

の材料定数を用いた場合には、全て安全側の結果を示すことが明かとなった。 

 

99.5%信頼限界
回帰曲線

（下限値）

99.5%信頼限界

回帰曲線

（下限値）
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※歪制御 0.5%（－0.1％～0.4％），回帰曲線 【結果】破断回数𝑁𝑁𝑓𝑓 = 13,050 回（溶接止端部で破断） 

図 6.11 板厚 12mm、初期亀裂(3mm×12mm)の解析結果 

 

  

※歪制御 0.26%（0.0％～0.26％），回帰曲線 【結果】破断回数 𝑁𝑁𝑓𝑓 ≥ 15,000 回（破断せず） 

図 6.12 板厚 12mm、初期亀裂(3mm×18mm) の解析結果 

 

以上より、WES2805:2011の適用に際しては、後述する疲労亀裂進展検討では、99.5%信頼限界

（WES2805:2011 の最安全側）の材料定数を用いることにより、疲労破壊に対して十分な安全性を確保で

きるものと判断される。 

 

 

 

  

99.5%信頼限界

回帰曲線

（下限値）
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1.3 評価に用いる亀裂寸法と歪 

 

1.3.1  K値等価則による亀裂特性寸法の設定 

CTODの力学的関係は 2次元の板厚貫通亀裂に対するものであるのに対し、構造物で問題となる欠陥

は、3次元の板厚非貫通亀裂（表面亀裂・埋没亀裂）が多い。線形破壊力学による『K値の等価則』を

用いて、板厚非貫通亀裂を力学的に等価な 2次元貫通亀裂に置き換える。 

 

 

(a)表面亀裂          (b)板厚貫通亀裂 

図 6.13 K値等価則 

 

ここでは、一律に半楕円表面亀裂の最深部（A点）における K値が等しくなるように亀裂特性寸法𝑐𝑐̅を決

定している。 

               (6.3) 

 

 

 

図 6.14 亀裂特性寸法（表面亀裂）  

半楕円表面亀裂

A点

C点
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1.3.2 評価歪み(𝜀𝜀)の算定 

亀裂の評価に用いる歪𝜀𝜀は、溶接残留応力の有無、歪集中部の有無を考慮して設定する。 

 

    𝜀𝜀 = 𝜀𝜀1＋𝜀𝜀2＋𝜀𝜀3              (6.4) 

 

ここに、𝜀𝜀1：境界力（外力）による歪 

𝜀𝜀2：残留応力による歪 

𝜀𝜀3：応力集中による歪 

 

（１）外力による歪(𝜀𝜀1)  
 屋外貯蔵タンクの場合、内容液の受入れ・払出しによるタンク構成部材に発生する応力、高レベル地

震動時のタンク隅角部に発生する応力を評価する場合、一般に、有限要素法(FEM)による数値解析が用

いられる。図 6.15に、軸対称シェル要素解析による一例を示す。 

 

 

 

図 6.15  軸対称要素による解析モデルの一例 

 

（２）溶接残留応力による歪(𝜀𝜀2)  
 溶接部に存在する欠陥には溶接残留応力が作用することから、破壊強度を評価する場合には、残留応

力の影響を考慮する必要がある。 

一般的に、残留応力は溶接継手の方向によって、その最大値と分布が異なる（図 6.16）。即ち、溶接

線方向には、ビード付近で室温の降伏応力𝜎𝜎Yにほぼ等しい引張残留応力が生じる。一方、溶接線に垂直

方向の残留応力は、その方向の拘束状態に影響され、熱収縮が拘束されない自由な状態では小さな値と

なる。 
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図 6.16  溶接継手の残留応力分布 

 

 実機の既設屋外貯蔵タンクの溶接継手部に生じる残留応力の大きさ・分布を知るためには、有限要素

法による熱弾塑性解析等の適用が考えられるが、対象となる溶接継手の拘束度が残留応力の評価に大き

く影響することから、事前にタンクの組立て方法、溶接手順、熱履歴などの解析条件を、タンク個々の

溶接継手部について明かにする必要がある。この様に、大型溶接構造物である屋外貯蔵タンクに熱弾塑

性解析等を適用するには不確定要素が多く、計算に多大な労力を必要とすることからも現実的でない。 

ここでは、WES2805:2011に示されている残留応力の取扱い方法に従って、残留応力下での表面亀裂進

展特性及び脆性破壊発生の評価を行うものとする。 

溶接残留応力による歪(𝜀𝜀2) は、鋼板の降伏歪み(𝜀𝜀Y) に対する比(𝛼𝛼R) を用いて，次のように定義する。 

 

     𝜀𝜀2 = 𝛼𝛼𝑅𝑅 ∙ 𝜀𝜀𝑌𝑌         (6.5) 

 

ここで、突合せ及び隅肉溶接継手において、係数𝛼𝛼Rは亀裂の種類、溶接線と亀裂の長さ方向との関係

（図 6.17参照）で、次表のような数値となる。 

表 6.6 𝛼𝛼𝑅𝑅の値 

亀裂の種類 溶接線と平行 溶接線と直角 

貫通亀裂 0 0.6 

埋没亀裂 0 0.6 

表面亀裂 0.36 0.6 

 

表 6.6において溶接線に直角な亀裂では𝛼𝛼𝑅𝑅 = 0.6となっているが、これは溶接線近傍で溶接線方向に

材料の降伏応力レベルの残留応力が存在した場合、その残留応力場に存在する亀裂の CTOD は、残留応

力の無い平板が0.6𝜀𝜀𝑌𝑌の作用歪を遠方で受ける場合の CTODにほぼ等しいことによる。 

 

  

①底板相互（平行） ②底板相互（平行） 

図 6.17 表面亀裂を有する底板溶接継手（突合せ） 
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（３）応力集中による歪(𝜀𝜀3)  
継手形状の不連続による応力集中部に存在する亀裂に対しては、歪集中を考慮しなければならない。

平均的歪集中係数を𝐾𝐾�𝜀𝜀とすれば、歪集中による歪増分𝜀𝜀3は次式のように定義される。 

 

    𝜀𝜀3 = (𝐾𝐾�𝜀𝜀 − 1)𝜀𝜀1     (6.6) 

 

① タンク底板相互の溶接継手（突合せ） 

表面亀裂を有するタンク底板相互の突合せ溶接継手では、溶接線と亀裂長さ方向との関係で、次の 3

種類の形態が考えられる。このうち、表面亀裂が溶接線に直角（図 6.17の②）に存在する場合には、

余盛りによる応力集中の影響は無いもの(𝐾𝐾�t = 1)としている。 

 

   

①底板相互（平行） ② 底板相互（直角） ③ 底板相互（3交点） 

 

図 6.17 表面亀裂を有する底板溶接継手（突合せ） 

 

一方、表面亀裂が溶接線に平行（図 6.17 の①,③）に存在する場合には、余盛り幅 Lと亀裂深さ aと

に応じて、弾性応力集中係数を算定する（図 6.19）。 

 

 
 

① 底板相互（平行） （単純化） 

  

図 6.18 余盛り幅と亀裂深さ 

 

【曲げ負荷】 ※WES2805:2011の表 13.4 参照 

 

弾性応力集中係数：𝐾𝐾�t = 𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘又は𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘 

 

𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘 = 𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘 + 𝑀𝑀𝑘𝑘(𝐶𝐶−𝐴𝐴) 

𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘 = 𝛼𝛼(𝑎𝑎 𝑡𝑡⁄ )𝛽𝛽 

𝑀𝑀𝑘𝑘(𝐶𝐶−𝐴𝐴) = 1.15 ∙ 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒(−9.74 × 𝑎𝑎 𝑡𝑡⁄ ) 

※定数α､βは表 6.8による。 
半楕円表面亀裂

A点

C点
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表 6.7 定数α､β 

 

 

 

図 6.19 突合せ溶接止端部の応力集中係数𝐾𝐾�t 

 

ここで、API Standard 650 Appendix M「Requirements for Tanks Operating at Elevated Temperatures」で

は、アニュラ板相互の突合せ溶接止端部の応力集中係数を𝐾𝐾 = 2.0と規定しており、図 6.19の板表面(C

点）の値とほぼ一致している。 

 

 

② タンク隅角部近傍の溶接継手  

表面亀裂を有するタンク隅角部近傍の溶接継手では、側板×アニュラ板の隅肉溶接継手とアニュラ板

相互、アニュラ板×底板の 3種類の形態が考えられる（図 6.20）。このうち、アニュラ板相互（直角）

及びアニュラ板×底板（平行）は前出のタンク底板相互の溶接継手と同じ（図 6.17の①,②参照）。 
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①側板×アニュラ板（平行） ③ アニュラ板相互（直角） ③アニュラ板×底板（平行） 

図 6.20 タンク隅角部の溶接継手形式 

 

一方、側板×アニュラ板の隅肉溶接継手では、隅肉脚長 Lと溶接止端部の角度θに応じて、弾性応力

集中係数を算定する（図 6.22）。 

 

図 6.21  隅肉溶接継手 

 

【曲げ負荷】※WES2805:2011 の表 13.8, 表 13.10参照 

 

弾性応力集中係数：𝐾𝐾�t = 𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘又は𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘 

 

𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘 = 𝑓𝑓1 �
𝑎𝑎
𝑡𝑡 ,
𝑎𝑎
𝑐𝑐� + 𝑓𝑓2 �

𝑎𝑎
𝑡𝑡 ,𝜃𝜃� + 𝑓𝑓3 �

𝑎𝑎
𝑡𝑡 ,𝜃𝜃,

𝐿𝐿
𝑡𝑡�        𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘 ≥ 1 

𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘 = 𝑓𝑓1 �
𝑎𝑎
𝑡𝑡 ,
𝑎𝑎
𝑐𝑐 ,
𝐿𝐿
𝑡𝑡� + 𝑓𝑓2 �

𝑎𝑎
𝑡𝑡 ,
𝑎𝑎
𝑐𝑐 ,𝜃𝜃� + 𝑓𝑓3 �

𝑎𝑎
𝑡𝑡 ,
𝑎𝑎
𝑐𝑐 ,𝜃𝜃,

𝐿𝐿
𝑡𝑡�  𝑀𝑀𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘 ≥ 1 

 

 

図 6.22 隅肉溶接止端部の応力集中係数𝐾𝐾�t 

 

𝑀𝑀

𝑐𝑐

𝐿𝐿

𝑡𝑡

𝜎𝜎𝑘𝑘

𝜎𝜎𝑘𝑘

𝜌

𝜃𝜃

半楕円表面亀裂

A点

C点
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ここで、前出の API Standard 650 Appendix M「Requirements for Tanks Operating at Elevated 

Temperatures」では、側板×アニュラ板相互の隅肉溶接止端部の応力集中係数を𝐾𝐾 = 4.0と規定してお

り、図 6.22 の板表面(C点）の値と概ね一致している。 
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1.4 破壊パラメータ𝛿𝛿の力学算定式（CTOD 設計曲線） 

一般に、構造物で欠陥評価の対象となる塑性変形は応力（歪み）集中部に限定され、その周囲は弾性

状態にある。この歪み集中部に欠陥が存在する場合、歪み集中域に本来要求さている変形能力に見合う

だけの亀裂の開口（CTOD)が耐えられればよいと考える。 

 

 

 

図 6.20 応力集中部の歪と亀裂の変形 

 

 

無限平板の板厚貫通亀裂（長さ2𝑐𝑐̅）に特性化された亀裂の破壊駆動力は、多くの数値解析と大型実験

の結果をもとに、次式の CTOD設計曲線で評価される。 

 

δ = 𝜀𝜀ｙ𝑐𝑐̅ �
𝜋𝜋
2�
�
𝜀𝜀
𝜀𝜀𝑌𝑌
�
2

         𝜀𝜀 𝜀𝜀𝑌𝑌 < 1.0⁄                                  (6. 7𝑎𝑎) 

    = 𝜀𝜀𝑌𝑌𝑐𝑐̅ �
𝜋𝜋
8� �

9 �
𝜀𝜀
𝜀𝜀𝑌𝑌
� − 5�       𝜀𝜀 𝜀𝜀𝑌𝑌 ≥ 1.0⁄                                  (6.7b) 

 

ここで、歪み𝜀𝜀は亀裂の存在しない場合に亀裂想定部に働く局所歪みを示す。これより、応力集中部に作

用する局所歪（Overall Strain） 𝜀𝜀が求まれば、当該箇所に存在する亀裂の開口変位 CTOD δが評価でき

る。 

歪集中域

構造的応力集中を
有する継ぎ手

亀裂

《亀裂がある場合》《亀裂が無い場合》

歪集中部→「局所歪」

設計応力

付加板

設計応力

亀裂影響範囲

平均歪み 歪集中域



 

20 

 

 

図 6.21  CTOD 設計曲線 

 

 

 

 

  

局所歪（Overall Strain）
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1.5  材料の破壊靱性値𝛿𝛿crの設定 

 

1.5.1 限界 CTOD（平均値𝛿𝛿𝑐𝑐  ） 

Vノッチシャルピー試験片の衝撃試験結果から、次式により限界 CTOD（平均値𝛿𝛿𝑐𝑐  ）を推定する。 

𝛿𝛿𝑐𝑐(𝑇𝑇) =
1

250
∙ 𝐸𝐸(𝑇𝑇 + ∆𝑇𝑇)𝑣𝑣                                                      (6. 8) 

∆𝑇𝑇 = 87− 0.10𝜎𝜎𝑌𝑌0 − 6√𝑡𝑡                      (6.9) 

 

ここに、 𝛿𝛿𝑐𝑐(𝑇𝑇)：評価温度𝑇𝑇(℃) における限界 CTODの平均値(mm)  

           𝐸𝐸(𝑇𝑇 + ∆𝑇𝑇)𝑣𝑣 ：温度𝑇𝑇 + ∆𝑇𝑇(℃)におけるシャルピー吸収エネルギーの平均値(J)                        

                  𝜎𝜎𝑌𝑌0：室温における材料の降伏応力(MPa) 

                     𝑡𝑡：対象とする鋼板の厚さ(mm) 

 

 

解説図 11.8 シャルピーと CTOD の遷移温度差∆𝑇𝑇と降伏応力𝜎𝜎𝑌𝑌0の関係 

 

 

1.5.2 評価に用いる破壊靱性値𝛿𝛿cr 

上記の相関式(6.8)は、シャルピー値の平均値と、限界 CTODの平均値の相関式である。従って、評価

に用いる際には、3本の最低値に相当する限界 CTODである破壊靭性値𝛿𝛿crに換算する必要がある。 

 

𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐 =
1
√3

�𝛿𝛿𝑐𝑐(𝑇𝑇) + 0.01 ∙ �√3− 1��         (6. 10) 

  

尚、『3箇の試験片の最低靱性値を用いる』ということは、統計的観点からは『87.5％の確率で母集団靱

性分布の中央値を下回る値を評価する』ということを意味する。 
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1.6  許容判定 

亀裂特性寸法𝑐𝑐̅と評価歪𝜀𝜀から得られる破壊パラメータ𝛿𝛿と、材料の破壊靭性値𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐が、次式を満足する

ならば、その欠陥は許容される。 

 

                         𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐 > 𝛿𝛿(𝑐𝑐̅, 𝜀𝜀)                                         (6.11) 

 

尚、当該 WES2805:2011では、評価の各段階における種々の不確実要因に関して安全側になるように

配慮されている。従って、評価の各過程に安全係数を設定する必要はない。 
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2.  実機タンクで使用する鋼板の破壊靱性値𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐 の推定 

 

 WES2805:2011 の解説 11.4 に『相関式構築に用いた基礎データ』として、シャルピー遷移曲線の数式

近似結果が示されている。ここでは、実機タンクの底板及びアニュラ板に使用される一般構造用鋼板

SS400、圧力容器用鋼板 SPV490Q及び溶接構造用鋼板 SM490Bについて、シャルピー衝撃試験の結果より

破壊靱性値𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐 を推定する。 

 

 ここで、WES2805:2011ではシャルピー遷移曲線の数式近似として、次のように示している。 

 

𝐸𝐸(𝑇𝑇) =
𝐸𝐸𝑠𝑠ℎ𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑣𝑣

𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒�𝑘𝑘𝑎𝑎�𝑇𝑇 − 𝑇𝑇𝐸𝐸𝑣𝑣 �� + 1𝑣𝑣                                         (7.1) 

 

ここに、 𝐸𝐸(𝑇𝑇)𝑣𝑣 ：温度 T（℃）におけるシャルピー衝撃吸収エネルギー（Ｊ）、 𝐸𝐸𝑠𝑠ℎ𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑣𝑣 ：上部棚吸収エネ

ルギー(J), 𝑇𝑇𝐸𝐸𝑣𝑣 :エネルギー遷移温度（℃）、𝑘𝑘𝑎𝑎：定数を示す。図 7.1 に、決定した遷移曲線の一例を示

す。 

 

図 7.1 シャルピー遷移曲線の数式近似（一例） 
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2.1  一般構造用鋼板 SS400  

 表 7.1 に、一般構造用鋼板 SS400の機械的性質を示す。 

 

表 7.1   SS400の機械的性質 

降伏点 σY 
245MPa t≦16mm 

235MPa t>16mm 

引張強度 σu 400MPa  

 

表 7.2には、『相関式構築に用いた基礎データ』のうち、強度レベル（降伏点）がほぼ同じクラスの鋼

板を抜粋した。更に、参考文献 2)3)のデータを追加した。 

 

表 7.2   シャルピー遷移曲線（基礎データ） 

 鋼種 記号 
板厚 

𝑡𝑡(mm) 

降伏点 

𝜎𝜎Y (MPa) 

遷移温度  

𝑇𝑇𝐸𝐸𝑣𝑣

（℃） 

上部棚 

𝐸𝐸𝑠𝑠ℎ𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑣𝑣 (J) 

係数 𝑘𝑘𝑎𝑎 備考 

①  建築構造用鋼板 SN400 12 287 -30 240 -0.084 文献 1) 

② 〃 SN400A 9 360 -30 150 -0.070 〃 

②  〃 SN400B 9 287 -20 160 -0.070 〃 

④ 溶接構造用鋼板 SM41B 10 263 -31 196 -0.084 〃 

⑤ 一般構造用鋼板 SS400 10 267 -7.7 213 -0.0571 文献 2) 

⑥ 〃 SS400 22 (267) -45 340 (-0.08) 文献 3) 

 

図 7.2に、各鋼種に対するシャルピー遷移曲線の結果を示す。このうち、建築構造用鋼板 SN400,SN400A

及び一般構造用鋼板 SS400 にはシャルピー衝撃試験値の規定が無く、シャルピー遷移曲線にばらつきが

見られる。 

 

図 7.2 シャルピー遷移曲線 

 

図 7.3に、各鋼種に対して式(6.10)を用いて換算した限界 CTODの平均値𝛿𝛿cを実線で示す。更に、各鋼
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種に対して式(6.12)で計算した破壊靱性値𝛿𝛿crのうちで最小となる値を点線で示す。 

 

 

図 7.3  限界 CTODの算定 

 

 ここで、JIS B 8501:2013「鋼製石油貯槽の構造（全溶接製）」より、設計最低メタル温度は、設計最

低使用温度（その貯槽が設置されている地域のできるだけ長期間にわたる 1日平均気温の記録の中か

ら、最も低い日の気温を求め、それに 8℃を加算した温度）又は水張試験時の水温のうち、いずれか低

い方の温度に等しいメタル温度と規定されている。  

同図より、設計メタル温度を 0℃と仮定すると、一般構造用鋼板 SS400 の破壊靱性値として、𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐 ≅

0.346𝑚𝑚𝑚𝑚 (0℃)が得られる。 

 

 

2.2 圧力容器用鋼板 SPV490Q  

 表 7.3に、圧力容器用鋼板 SPV490Qの機械的性質を示す。 

 

表 7.3  SPV490Qの機械的性質 

降伏点 σY 490MPa  

引張強度 σu 610MPa  

 

表 7.4には、『相関式構築に用いた基礎データ』のうち、強度レベル（降伏点）がほぼ同じクラスの

鋼板を抜粋した。 

表 7.4  シャルピー遷移曲線（基礎データ） 

 鋼種 記号 
板厚 

𝑡𝑡(mm) 

降伏点 

𝜎𝜎Y (MPa) 

遷移温度  

𝑇𝑇𝐸𝐸𝑣𝑣

（℃） 

上部棚 

𝐸𝐸𝑠𝑠ℎ𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑣𝑣 (J) 

係数 𝑘𝑘𝑎𝑎 備考 

① 溶接用高張力鋼板 HW45 10 505 -40 158 -0.057 文献 1) 

② 〃 HW45 20 505 -40 158 -0.057 〃 

③  〃 HW45 30 505 -60 201 -0.056 〃 
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④  〃 HW45 50 505 -60 201 -0.056 〃 

 

図 7.4に、各鋼種に対するシャルピー遷移曲線の結果を示す。図中には、H20年度に実施した「水張検

査の合理化に関する検討業務」のうち、圧力容器用鋼板 SPV490Q のシャルピー衝撃試験結果の一例を参

考として示す。 

 

図 7.4  シャルピー遷移曲線 

 

図 7.5に、各鋼種に対して式(6.10)を用いて換算した限界 CTOD の平均値𝛿𝛿cを実線で示す。更に、各鋼

種に対して式(6.12)で計算した破壊靱性値𝛿𝛿crのうちで最小となる値を点線で示す。 

 

図 7.5  限界 CTODの算定 

 

同図より、設計メタル温度を 0℃と仮定すると、圧力容器用鋼板 SPV490Qの破壊靱性値として、𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐 ≅

0.356𝑚𝑚𝑚𝑚 (0℃)が得られる。 
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【参考】既往の実験結果（抜粋） 
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2.3 溶接構造用鋼板 SM490B  

 表 7.5に、溶接構造用鋼板 SM490Bの機械的性質を示す。 

 

表 7.5  SM490Bの機械的性質 

降伏点 σY 
365MPa t≦16mm 

355MPa t>16mm 

引張強度 σu 490MPa  

 

表 7.6には、『相関式構築に用いた基礎データ』のうち、強度レベル（降伏点）がほぼ同じクラスの

鋼板を抜粋した。 

表 7.6   シャルピー遷移曲線（基礎データ） 

 鋼種 記号 
板厚 

𝑡𝑡(mm) 

降伏点 

𝜎𝜎Y (MPa) 

遷移温度 

𝑇𝑇𝐸𝐸𝑣𝑣

（℃） 

上部棚 

𝐸𝐸𝑠𝑠ℎ𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑣𝑣 (J) 

係数 𝑘𝑘𝑎𝑎 備考 

① 溶接構造用鋼板 SM50B 10 345 -30 161 -0.059 文献 1) 

② 〃 SM50B 25 345 -41 175 -0.041 〃 

③ 〃 SM50B 50 345 -41 175 -0.041 〃 

 

図 7.6に、各鋼種に対するシャルピー遷移曲線の結果を示す。図中には、H20年度に実施した「水張検

査の合理化に関する検討業務」のうち、溶接構造用鋼板 SM400Bのシャルピー衝撃試験結果の一例を参考

として示す。 

 

図 7.6  シャルピー遷移曲線 

 

図 7.7に、各鋼種に対して式(6.10)を用いて換算した限界 CTOD の平均値𝛿𝛿cを実線で示す。更に、各鋼

種に対して式(6.12)で計算した破壊靱性値𝛿𝛿crのうちで最小となる値を点線で示す。 
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図 7.7  限界 CTODの算定 

 

同図より、設計メタル温度を 0℃と仮定すると、溶接構造用鋼板 SM490Bの破壊靱性値として、 

𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐 ≅ 0.364𝑚𝑚𝑚𝑚 (0℃)が得られる。 
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【参考】既往の実験結果（抜粋） 
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3. 初期不整又は局部沈下を有する底板への適用 

 

3.1 照査荷重 

  アメリカ石油協会規格 API Standard 653:2009「Tank Inspection, Repair, Alteration, and 

Reconstruction」では、図 8.1のように底板の初期不整（凸型変形，Bulge）の高さと幅、又は局部沈

下（凹型変形，Settlement）の深さと幅を規定している。ここで、B：底板の初期不整又は局部沈下

（“不陸”と称する）の最大値、R：底板の不陸範囲（全幅 2R）で示す。尚、API653では、図 8.1のよ

うに不陸部を半径 Rの内接円で近似している。 

  

 

図 8.1 API653による底板局部沈下 

 

ここで、API653 における底板不陸量に対する許容値は、不陸高さ B(in),不陸範囲 R (ft)を用いて、

𝐵𝐵 = 0.37𝑅𝑅（in）と規定している。これを、SI単位系に換算すると、 

 

𝐵𝐵 = 0.03083𝑅𝑅        (8.1) 

 

式(8.1)は、一層重ね隅肉溶接継手(Single Pass Welds)を有するタンク底板に適用するもので、この

要件を超える場合には、経験的に詳細解析又は補修が必要であるとしている。 

ここでは、タンク底板の照査用荷重条件として、既往の調査検討と同様に、より安全を考慮して

API653 の規定値 Bを 2倍した不陸量を用いることとする。 

 

𝐵𝐵 = 2 × 0.03083𝑅𝑅     (8.2) 

 

（１）初期不整（凸型変形）を有する底板【通常時】 

不陸高さ（B）を𝐵𝐵 = 2 × 0.03083𝑅𝑅として、空～満液時の歪振幅を評価する。 

 

𝑦𝑦 = 𝐵𝐵 ��𝑥𝑥
𝑅𝑅
�
4
− 2 �𝑥𝑥

𝑅𝑅
�
2

+ 1�       (8.3) 
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（２）局部沈下を有する底板【通常時】 

基礎の沈下深さ（B）を𝐵𝐵 = 2 × 0.03083𝑅𝑅として、空～満液時の歪振幅を評価する。 

 

表 8.1に、上記の照査荷重条件を纏めて示す。 

 

表 8.1  基礎の初期形状 

通常時：初期凸状変形を有する底板 通常時：初期不支持域を有する底板 

不陸高さ（B）を𝐵𝐵 = 2 × 0.03083𝑅𝑅として、

空～満液時の歪振幅を評価 

𝑦𝑦 = 𝐵𝐵 ��
𝑥𝑥
𝑅𝑅
�
4
− 2 �

𝑥𝑥
𝑅𝑅
�
2

+ 1� 

 

基礎沈下深さ（B）を𝐵𝐵 = 2 × 0.03083𝑅𝑅とし

て、空～満液時の歪振幅を評価 

 

 

 

 

（３）荷重の繰返し回数 

既往の調査検討においては「“低温タンクの耐久性委員会報告書”の空満繰返し回数 18.5回/年等よ

り、底板に対する荷重繰返し回数を 1000 回（設計寿命 50年）」に設定しており、今回の調査検討にお

いても継続的な観点から、通常運転時の荷重繰返し回数 1000 回を採用 する。 

 

 

3.2解析対象 

（１）対象タンク 

 表 8.2に、解析対象タンクを示す。このうち、【旧法】9,900klタンク及び【新法】32,000klタンク

の底板は「重ね継手」形式を採用していることから、今回の解析対象から除外することとし、ここでは

【新法】110，000klタンクのみを解析対象とする。 

 

表 8.2 対象タンク 

区分 
容量 

(kl) 

内径 

(mm) 

高さ 

(mm) 

液高さ 

(mm) 
液比重 

底板 
備考 

材質 板厚 継手 

旧法 9,900 29,000 16,730 15,000 0.92 SS400 6 mm 重ね 対象外 

新法 32,000 45,000 22,000 20,000 1.0 SS400 9 mm 重ね 対象外 

新法 110.000 82,000 24,000 21,000 1.0 SS400 12 mm 突合せ 検討対象 

 

B 
R 

2R B 
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（２）解析条件 

・二次元平面ひずみ解析 

・4 節点アイソパラメトリック要素 

・弾塑性大変形解析 

・硬化則：等方硬化則𝐻𝐻′ = 𝐸𝐸 100⁄  

・基礎と底板との離間・接触を考慮 

 

尚、解析に用いた一般構造用鋼板 SS400の材料定数は、表 8.3に示すとおり。 

 

表 8.3 材料定数（SS400） 

縦弾性係数 E 205,939.7 N/mm2 

ポアソン比 ν 0.3 

降伏応力 σY 245 N/mm2 

引張強さ σu 400 N/mm2 

ひずみ硬化率 H’ E/100 （等方硬化）※ 

基礎ばね定数 Kb 0.3 N/mm3  

 

尚、材料の加工硬化特性については、別添-1に示す「2013 ASME Boiler and Pressure Vessel Code, 

Sec.Ⅷ,Division 2」の算定式による応力-歪み線図を比較して、等方硬化則𝐻𝐻′ = 𝐸𝐸 100⁄ を採用した。 

 

（３）解析モデル 

材料及び幾何学的非線形性を考慮した解析では、表 8.4に示す 3種類の不陸範囲 R（半幅）を設定し

た。 

 

表 8.4 不陸高さと不陸範囲 

No. 
不陸範囲

R(mm) 

不陸高さ

B(mm) 
備考 

1 500 30.83  

2 1000 61.66  

3 1500 92.49  

 

図 8.3に初期不整（凸型変形）を有する底板の要素分割図を、図 8.4に局部沈下（凹型変形）を有す

る底板要素分割図を示す。 
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図 8.3  要素分割図（初期凸型変形を有する底板） 

 

図 8.4  要素分割図（初期不支持域を有する底板） 
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3.3 残留応力場での疲労亀裂進展解析 

ここでは、110,000klタンクの底板相互突合せ溶接継手を対象にして、図 8.5に示す位置に表面亀裂

がそれぞれ存在した場合を想定して疲労亀裂進展解析を適用する。 

 

   

① 底板相互（平行） ② 底板相互（直角） ③底板相互（3交点） 

図 8.5   表面亀裂を有する底板溶接継手 

 

図 8.6に、110,000klタンクの底板相互突合せ溶接継手の一例を示す。ここに、底板々厚𝑡𝑡 = 12𝑚𝑚𝑚𝑚（材

質 SS400）、開先角度𝜃𝜃 = 50°、ルートギャップ𝑔𝑔 = 6𝑚𝑚𝑚𝑚とすると、突合せ溶接の余盛り幅 Lは次のとおり。 

𝐿𝐿 = 𝑔𝑔 + 2𝑡𝑡 × tan �𝜃𝜃
2
� = 17.2mm            (8.4) 

∴ 𝐿𝐿 𝑡𝑡 ≅ 1.43⁄                             (8.5) 

 

 

 

溶接継ぎ手 モデル化 

図 8.6  実機タンクの底板突合せ溶接継手（一例） 

 

これより、図 6.19（突合せ溶接止端部の応力集中係数𝐾𝐾�t）より、表面亀裂を有する底板溶接継手の応

力集中係数は表 8.5に示すとおり評価する。 

表 8.5 底板溶接継手の応力集中係数 

記号 部位 継手 亀裂の方向 

応力集中係数 𝑀𝑀𝐾𝐾（曲

げ） 備考 

最深部(A) 板表面(C) 

① 底板相互 突合せ 溶接線に平行 1.2 1.9  

② 底板相互 突合せ 溶接線と直角 1.0 1.0  

③ 底板相互 突合せ 3交点 1.2 1.9  

 

これより、底板相互の突合せ溶接継手において、表面亀裂が溶接線に平行に位置する場合（記号①）

が最も安全側の評価を与えることから、疲労亀裂進展解析は当該ケースについて実施するものとする。 
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3.3.1 初期不整（凸型変形）を有する底板の解析結果 

（１）変位履歴 

 図 8.7に、不陸中央部の鉛直方向変位の履歴を示す。同図より、液の受入れ払出しによる繰返し荷重

に対して、不陸範囲 Rが小さい場合には、ほぼ初期不整の形状を保持したまま線形的に変位するのに対

し、不陸範囲が大きくなるに従って、液圧の増加に応じて不陸部の接地範囲の割合が小さくなり、底板

の非線形挙動がより顕著になる。何れの場合にも不陸中央部が接地することはない。 

 

初期間隙 30.83mm 

 

図 8.7(a)  底板の変位履歴（不陸範囲 R=500mm） 

 

 

初期間隙 61.66mm 
 

図 8.7(b)  底板の変位履歴（不陸範囲 R=1000mm） 

 

 

初期間隙 92.49mm 
 

図 8.7(c)  底板の変位履歴（不陸範囲 R=1500mm） 
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（２）応力分布 

図 8.8に、第 1回液受け入れ時の最高液面高さにおけるタンク底板の応力状態を示す。同図より、何

れの場合においても、底板不陸部の外周において曲げ応力の負担が大きいことが分かる。 

  

図 8.8(a)  底板の応力状態（不陸範囲 R=500mm） 

 

  

図 8.8(b)  底板の応力状態（不陸範囲 R=1000mm） 

 

 
 

図 8.8(c)  底板の応力状態（不陸範囲 R=1500mm） 

 

（３）歪み履歴 

液の受入れ・払出しに伴う底板不陸部（図 8.9）の最大歪み履歴を、図 8.10 に示す。同図より、液の

受入れ払出しによる繰返し荷重に対して、不陸範囲 R が小さい場合には、ほぼ比例的な歪み履歴を示す
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のに対し、不陸範囲が大きくなるに従って、歪み履歴の非線形挙動がより顕著になる。 

 

  

図 8.9  底板不陸部の外周部要素 

 

 

図 8.10(a)  底板表面の歪み履歴（不陸範囲 R=500mm） 

 

図 8.10(b)  底板表面の歪み履歴（不陸範囲 R=1000mm） 
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図 8.10(c)  底板表面の歪み履歴（不陸範囲 R=1500mm） 

 

以上の歪み履歴の結果を、表 8.6 に纏めて示す。 

 

表 8.6 歪み履歴（底板凸型変形） 

No.  
不陸範囲

R(mm) 

不陸高さ

B(mm) 

最大歪み 

εmax(％) 

最小歪み 

εmin(％) 

歪み振幅 

Δε(％) 
備考 

1 500 30.83 0.051 0.000 0.051  

2 1000 61.66 0.074 0.013 0.057  

3 1500 92.49 0.059 0.019 0.040  

 

 

（４）疲労亀裂進展結果 

【新法】110,000klタンクを対象にした疲労亀裂進展解析では、疲労亀裂が溶接引張残留応力場を進展

する場合を想定して、WES2805:2011 における「最安全側」の材料定数 C, m，∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎを用いるものとする。 

 

表 8.7 材料定数（WES2805） 

 C値 ｍ値 ∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎ 

最安全側 2.60×1011 2.75 2.00 

 

解析では、底板相互の突合せ溶接継手において、表面亀裂が溶接線に平行に位置する場合（記号①）

が最も安全側の評価を与えることから、疲労亀裂進展解析は当該ケースについて実施するものとする。

このとき、解析結果（平滑材）に、応力集中係数として最深部（A点）1.2、板表面（C点）1.9を考慮

する。解析結果（最安全側）を、表 8.8及び図 8.11に示す。 
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解析結果より、初期不整（凸型変形）を有する底板の場合、溶接線近傍の表面亀裂については、供用期

間中の液の受入れ・払出しによる荷重の繰り返しに対して、表面亀裂進展の進展は殆ど認められない。 

 

表 8.8 解析結果（亀裂の方向：溶接線に平行） 

No. 
不陸範囲 

R(mm) 

歪振幅 

∆𝜀𝜀(%) 

応力振幅 

∆σ(𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀) 

繰返し 

回数 

初期亀裂 

（深さ×長

さ） 

進展亀裂 

（深さ×長さ） 

亀裂進展量 

（深さ×長さ） 備考 

1 500 0.051 105 1000 

3×6 3.00×6.01 0.00×0.01  

3×12 3.01×12.02 0.01×0.02  

3×18 3.01×18.02 0.01×0.02  

2 1000 0.057 117 1000 

3×6 3.00×6.02 0.00×0.02  

3×12 3.01×12.02 0.01×0.02  

3×18 3.02×18.02 0.02×0.02  

3 1500 0.040 82 1000 

3×6 3.00×6.01 0.00×0.01  

3×12 3.00×12.01 0.00×0.01  

3×18 3.01×18.01 0.01×0.01  

                  (備考)応力集中係数:最深部（A点）1.2、板表面（C点）1.9を考慮 

 

  

初期亀裂(3mm×6mm) 初期亀裂(3mm×18mm) 

図 8.11(a) 疲労亀裂進展解析結果（不陸範囲 R=500mm） 

  

初期亀裂(3mm×6mm) 初期亀裂(3mm×18mm) 

図 8.11(b) 疲労亀裂進展解析結果（不陸範囲 R=1000mm） 
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初期亀裂(3mm×6mm) 初期亀裂(3mm×18mm) 

図 8.11(c) 疲労亀裂進展解析結果（不陸範囲 R=1500mm） 
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3.3.2 局部沈下（凹型変形）を有する底板の解析結果 

（１）変位履歴 

 図 8.12に、不陸中央部の鉛直方向変位の履歴を示す。同図より、液の受入れ払出しによる繰返し荷重

に対して、不陸範囲 R が大きくなるに従って底板の非線形挙動がより顕著になるが、何れの場合にも不

陸中央部のタンク基礎に接地することはない。想定する不陸深さ（B）が小さい場合には、底板がタンク

基礎に接地することにより局部沈下は抑えられる。  

 

 

初期間隙 30.83mm  

図 8.12(a) 底板中央の変位履歴(R=500mm) 

 

 

初期間隙 61.66mm  

 

図 8.12(b) 底板中央の変位履歴(R=1000mm) 

 

初期間隙 92.49mm  

図 8.12(c) 底板中央の変位履歴(R=1500mm) 

 

 

17.69

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

液
高

さ
(m

m
)

鉛直変位(mm)

52.29

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

液
高

さ
(m

m
)

鉛直変位(mm)

90.27

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

液
高

さ
(m

m
)

鉛直変位(mm)



 

43 

 

（２）応力分布 

図 8.13に、第 1回液受け入れ時の最高液面高さにおけるタンク底板の応力状態を示す。同図より、

不陸範囲 Rが小さい場合には、不陸外周端部の底板表面に部分的な降伏域が発生するのに対し、不陸範

囲 Rが大きくなるに従って、降伏域が底板全体に拡大することが分かる。 

  

図 8.13(a)  底板の変形と応力（不陸範囲 R=500mm） 

 

  

図 8.13(b)  底板の変形と応力（不陸範囲 R=1000mm） 

 

  

図 8.13(c)  底板の変形と応力（不陸範囲 R=1500mm） 

 

（３）歪み履歴 

液の受入れ・払出しに伴う底板不陸部（図 8.14）の最大歪み履歴を、図 8.15に示す。同図より、液の

受入れ払出しによる繰返し荷重に対して、不陸範囲 R が小さい場合には、ほぼ比例的な歪み履歴を示す

のに対し、不陸範囲が大きくなるに従って、歪み履歴の非線形挙動がより顕著になる。 
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図 8.14  底板不陸部の外周部要素 

 

 

図 8.15(a) 歪み履歴（不陸深さ R=500mm）

 

図 8.15(b) 歪み履歴（不陸深さ R=1000mm） 
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図 8.15(c) 歪み履歴（不陸深さ R=1500mm） 

 

以上の歪み履歴の結果を、表 8.9 に纏めて示す。 

 

表 8.9 歪み履歴（基礎凹変形） 

No.  
不陸範囲

R(mm) 

不陸深さ

B(mm) 

最大歪み 

εmax(％) 

最小歪み 

εmin(％) 

歪み振幅 

Δε(％) 
備考 

1 500 30.83 0.204 0.036 0.168  

2 1000 61.66 0.604 0.394 0.210  

3 1500 92.49 0.896 0.675 0.221  

 

 

（４）疲労亀裂進展結果 

【新法】110，000klタンクを対象にした疲労亀裂進展解析では、疲労亀裂が溶接引張残留応力場を進

展する場合を想定して、前出の WES2805:2011 における「最安全側」の材料定数 C, m，∆𝐾𝐾𝑡𝑡ℎを用いるも

のとする。 

解析では、底板相互の突合せ溶接継手において、表面亀裂が溶接線に平行に位置する場合（記号①）

が最も安全側の評価を与えることから、疲労亀裂進展解析は当該ケースについて実施するものとする。

このとき、解析結果（平滑材）に、応力集中係数として最深部（A点）1.2、板表面（C点）1.9を考慮

する。 

 

表 8.10 及び図 8.16に、解析結果（最安全側）を示す。これより、初期不整（凸型変形）を有する底板

の場合、溶接線近傍の表面亀裂については、供用期間中の液の受入れ・払出しによる荷重の繰り返し回数

（想定 1000 回）に対して、表面亀裂進展の進展は殆ど認められない。 
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表 8.10 解析結果（亀裂の方向：溶接線に平行） 

No. 
不陸範囲 

R(mm) 

歪振幅 

∆𝜀𝜀(%) 

応力振幅 

∆σ(𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀) 

繰返し 

回数 

初期亀裂 

（深さ×長

さ） 

進展亀裂 

（深さ×長さ） 

亀裂進展量 

（深さ×長さ） 備考 

1 500 0.168 346 1000 

3×6 3.08×6.33 0.08×0.33  

3×12 3.20×12.47 0.20×0.47  

3×18 3.29×18.42 0.29×0.42  

2 1000 0.210 432 1000 

3×6 3.14×6.63 0.14×0.63  

3×12 3.37×12.90 0.37×0.90  

3×18 3.53×18.84 0.53×0.84  

3 1500 0.221 455 1000 

3×6 3.17×6.73 0.17×0.73  

3×12 3.42×13.05 0.42×1.05  

3×18 3.61×18.99 0.61×0.99  

                  (備考)応力集中係数:最深部（A点）1.2、板表面（C点）1.9を考慮 

 

  

初期亀裂(3mm×6mm) 初期亀裂(3mm×18mm) 

図 8.16(a) 疲労亀裂進展解析結果（不陸半径 R=500mm） 

 

  

初期亀裂(3mm×6mm) 初期亀裂(3mm×18mm) 

図 8.16(b) 疲労亀裂進展解析結果（不陸半径 R=1000mm） 
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初期亀裂(3mm×6mm) 初期亀裂(3mm×18mm) 

図 8.16(c) 疲労亀裂進展解析結果（不陸半径 R=1500mm） 
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3.4 残留応力場での脆性破壊発生検討 

ここでは、図 8.17の表面亀裂を有するタンク底板突合せ溶接継手において、それぞれ溶接残留応力

の影響を考慮した脆性破壊発生の可能性を検討する。 

 

   

① 底板相互（平行） ② 底板相互（直角） ③ 底板相互（3交点） 

図 8.17   表面亀裂を有する底板溶接継手 

 

尚、溶接残留応力による歪𝜀𝜀2(= 𝛼𝛼𝑅𝑅 ∙ 𝜀𝜀𝑌𝑌) は、表面亀裂が溶接線と平行に位置する場合は𝛼𝛼𝑅𝑅 = 0.36 、溶

接線と直角に位置する場合は𝛼𝛼𝑅𝑅 = 0.6を見込む（表 8.9）。 

 

表 8.9 𝛼𝛼𝑅𝑅の値 

亀裂の種類 溶接線と平行 溶接線と直角 

表面亀裂 0.36 0.6 

 

 

3.4.1 初期不整（凸型変形）を有する底板の検討結果 

（１）評価歪み 

表 8.6に、当該底板の歪み履歴（凸型変形）を改めて示す。ここでは、下表のうち最大歪み（ε

max=0.074%）発生時における脆性破壊発生の可能性を検討する。 

 

表 8.6 歪み履歴（凸型変形） 

No.  
不陸範囲

R(mm) 

不陸高さ

B(mm) 

最大歪み 

εmax(％) 

最小歪み 

εmin(％) 

歪み振幅 

Δε(％) 
備考 

1 500 30.83 0.051 0.000 0.051  

2 1000 61.66 0.074 0.013 0.057  

3 1500 92.49 0.059 0.019 0.040  

 

（２）亀裂先端開口変位 

【新法】110,000klタンクを対象にして、応力集中部に作用する局所歪𝜀𝜀より 図 8.18の CTOD設計曲

線を用いて、当該箇所に存在する亀裂の開口変位 CTOD δを評価した結果を、表 8.10に示す。 

 

 

 

 



 

49 

 

表 8.10 亀裂先端開口変位 COTD の計算結果 

 

 

 

図 8.18 CTOD設計曲線 

 

（３）脆性破壊発生検討結果 

亀裂特性寸法𝑐𝑐̅と評価歪𝜀𝜀から得られる破壊パラメータ𝛿𝛿（CTOD）が、材料の破壊靭性値𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐（限界

CTOD）を下回っていれば、その欠陥から脆性破壊が発生する可能性が無いものと判断される。表 8.11

に、判定結果を示す。 

 

表 8.11  判定結果（亀裂深さ a=3mm） 

 

境界力 残留応力 応力集中 評価歪 降伏歪 無次元歪 無次元CTOD

0.074% 0.041% 0.067% 0.182% 0.114% 1.59 3.66

0.074% 0.069% 0.000% 0.143% 0.114% 1.25 2.45

0.074% 0.069% 0.067% 0.209% 0.114% 1.83 4.51③ 底板相互 突合せ 3交点

② 底板相互 突合せ
溶接線と

直角

① 底板相互 突合せ
溶接線に

平行

記号 部位 継手
亀裂の

方向 𝜀𝜀𝑌𝑌 %𝜀𝜀2 % 𝜀𝜀3 % 𝜀𝜀  %𝜀𝜀1 % 𝜀𝜀 𝜀𝜀𝑌𝑌⁄ 𝛿𝛿 𝜀𝜀𝑌𝑌𝑐̅𝑐⁄
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無
次
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ε Y

c b
ar

無次元歪（ε/εY）

WES2805-2011による設計CTOD曲線

設計CTOD曲線

溶接線に平行

溶接線と直角

3交点

係数 特性寸法 CTOD 限界CTOD 余裕度

3 × 6 0.670 1.35 0.006 0.346 61.42

3 × 12 0.933 2.61 0.011 0.346 31.73

3 × 18 1.043 3.26 0.014 0.346 25.38

3 × 6 0.670 1.35 0.004 0.346 91.84

3 × 12 0.933 2.61 0.007 0.346 47.45

3 × 18 1.050 3.31 0.009 0.346 37.43

3 × 6 0.670 1.35 0.007 0.346 49.85

3 × 12 0.933 2.61 0.013 0.346 25.75

3 × 18 1.050 3.31 0.017 0.346 20.32

③ 3交点

②
溶接線と

直角

①
溶接線に

平行

備考記号
亀裂の

方向

表面亀裂

(a×2c） 𝑐𝑐̅ 𝑚𝑚𝑚𝑚 𝛿𝛿  𝑚𝑚𝑚𝑚 𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐  𝑚𝑚𝑚𝑚𝐹𝑡𝑡 𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐 𝛿𝛿⁄
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図 8.19 脆性破壊発生検討結果（110,000kl） 

 

検討結果より、底板突合せ溶接継手に亀裂深さ 3mm、亀裂長さ 6mm～18mmの半楕円表面亀裂を想定した

場合、脆性破壊発生に対して 20 倍程度以上の余裕度（CTOD／限界 CTOD）を有していることから、この程

度の表面亀裂から脆性破壊が発生する可能性は極めて小さいと判断される。 
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3.4.2 局部沈下（凹型変形）を有する底板の検討結果 

（１）評価歪み 

表 8.9に、当該底板の歪み履歴（底板凸変形）を再記載する。ここでは、最大歪み（εmax=0.896%）

発生点における脆性破壊発生を検討する。 

 

表 8.9 歪み履歴（基礎凹変形） 

No.  
不陸範囲

R(mm) 

不陸深さ

B(mm) 

最大歪み 

εmax(％) 

最小歪み 

εmin(％) 

歪み振幅 

Δε(％) 
備考 

1 500 30.83 0.204 0.036 0.168  

2 1000 61.66 0.604 0.394 0.210  

3 1500 92.49 0.896 0.675 0.221  

 

（２）亀裂先端開口変位 

【新法】110,000klタンクを対象にして、応力集中部に作用する局所歪𝜀𝜀より 図 8.18の CTOD設計曲

線を用いて、当該箇所に存在する亀裂の開口変位 CTOD δを評価した結果を、表 8.12 に示す。 

 

表 8.12 亀裂先端開口変位 COTD の計算結果 

 

 

 

図 8.18 CTOD設計曲線 

境界力 残留応力 応力集中 評価歪 降伏歪 無次元歪 無次元CTOD

0.896% 0.041% 0.806% 1.744% 0.114% 15.26 51.96

0.896% 0.069% 0.000% 0.965% 0.114% 8.44 27.87

0.896% 0.069% 0.806% 1.771% 0.114% 15.50 52.80
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（３）脆性破壊発生検討結果 

亀裂特性寸法𝑐𝑐̅と評価歪𝜀𝜀から得られる破壊パラメータ𝛿𝛿（CTOD）が、材料の破壊靭性値𝛿𝛿𝑐𝑐𝑐𝑐（限界

CTOD）を下回っていれば、その欠陥から脆性破壊が発生する可能性が無いものと判断される。表 8.13

に、判定結果を示す。 

 

表 8.13  判定結果（亀裂深さ a=3mm） 

 

 

 

 

図 8.19 脆性破壊発生検討結果（110,000kl）  

 

検討結果より、底板突合せ溶接継手に亀裂深さ 3mm、亀裂長さ 6mm～18mmの半楕円表面亀裂を想定した

場合、脆性破壊発生に対して 1.7 倍程度以上の余裕度（CTOD／限界 CTOD）を有していることから、この

程度の表面亀裂から脆性破壊が発生する可能性は小さいと判断される。 

係数 特性寸法 CTOD 限界CTOD 余裕度

3 × 6 0.670 1.35 0.080 0.346 4.32

3 × 12 0.933 2.61 0.155 0.346 2.23

3 × 18 1.043 3.26 0.194 0.346 1.79

3 × 6 0.670 1.35 0.043 0.346 8.06

3 × 12 0.933 2.61 0.083 0.346 4.16

3 × 18 1.050 3.31 0.105 0.346 3.28

3 × 6 0.670 1.35 0.081 0.346 4.25

3 × 12 0.933 2.61 0.157 0.346 2.20

3 × 18 1.050 3.31 0.200 0.346 1.73
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（４）疲労亀裂進展後の脆性破壊発生検討結果 

表 8.19には、供用期間中の液の受入れ・払出しによる荷重の繰り返し（想定 1000 回）を受けて、表

面亀裂が進展した後の亀裂寸法（表 8.10）に対して、脆性破壊発生を検討した結果を示す。 

 

 

図 8.19(a) 脆性破壊発生検討結果（不陸範囲 R=500mm） 

 

 

図 8.19(b) 脆性破壊発生検討結果（不陸範囲 R=1000mm） 

 

 

図 8.19(c) 脆性破壊発生検討結果（不陸範囲 R=1500mm） 
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検討結果より、底板突合せ溶接継手に亀裂深さ 3mm、亀裂長さ 6mm～18mm の半楕円表面亀裂を想定し、

液の受入れ・払出しによる荷重の繰り返しを受け場合、疲労亀裂進展後の脆性破壊発生に対して、最も厳

しい条件下においても 1.4 倍程度以上の余裕度（CTOD／限界 CTOD）を有していることから、この程度の

表面亀裂から脆性破壊が発生する可能性は小さいと判断される。 
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4. 高レベル地震時のタンク隅角部への適用 

 

4.1 照査荷重 

 タンク隅角部溶接継手亀裂の照査用荷重として、高レベル地震時のタンク隅角部の浮上り現象に対 

するアニュラ板の終局強度を考える。 

 

（１）底板浮上り挙動 

図 9.1に示すように底板を単位幅の梁に近似すると、釣合方程式は以下の通り。 

𝐸𝐸𝐸𝐸
𝑑𝑑4𝑦𝑦
𝑑𝑑𝑥𝑥4

+ 𝑝𝑝 = 0                                                       (9.1) 

これより、側板反力𝑞𝑞、底板浮上り量𝛿𝛿、及び底板端部の曲げモーメント𝑀𝑀𝑓𝑓は、それぞれ次のようにな

る。 

𝑞𝑞 =
2𝑝𝑝𝑝𝑝

3
                                                                 (9.2) 

𝛿𝛿 =
9𝑞𝑞4

128𝐸𝐸𝐸𝐸𝑝𝑝3
                                                          (9.3) 

𝑀𝑀𝑓𝑓 =
𝑝𝑝𝑙𝑙2

6
                                                                  (9.4) 

𝑀𝑀𝑓𝑓を底板の単位は場当たりの全塑性モーメント�𝜎𝜎𝑦𝑦𝑡𝑡
2

4
�と等値すれば、底板の降伏耐力𝑞𝑞𝑦𝑦，降伏耐力時の浮

上り変位𝛿𝛿𝑦𝑦はそれぞれ次のようになる【第１塑性関節(ヒンジ)発生点】。 

𝑞𝑞𝑦𝑦 =
2𝑡𝑡�1.5𝑝𝑝𝜎𝜎𝑦𝑦

3
                                                                                   (9.5) 

𝛿𝛿𝑦𝑦 =
3𝑡𝑡𝜎𝜎𝑦𝑦2

8𝐸𝐸𝐸𝐸
                                                                                             (9.6) 

 

  

底板の浮上り挙動 底板浮上りモデル 

図 9.1 タンク底板浮上り挙動 

 

（２）浮上り終局変位： 𝛿𝛿𝐵𝐵 

底板が降伏（第１塑性関節発生）した後の浮上り量𝛿𝛿と曲げモーメント𝑀𝑀𝑓𝑓の関係は、次式で表され

る。 

剛基礎

接地点（M=0)

単位幅の梁
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𝛿𝛿
𝛿𝛿𝑦𝑦

= 1 + 32�
𝑀𝑀𝑓𝑓

𝑀𝑀𝑦𝑦
− 1�                          (9.7) 

𝑀𝑀𝑓𝑓が底板の引張強度𝜎𝜎𝐵𝐵を用いた全塑性モーメントに達したときに底板破断が生じると仮定すると、

M𝑓𝑓 𝑀𝑀𝑦𝑦⁄ の最大値は次の値となる。 

�
𝑀𝑀𝑓𝑓

𝑀𝑀𝑦𝑦
�
𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚

=
𝜎𝜎𝑦𝑦
𝜎𝜎𝐵𝐵

                                                                                      (9.8) 

更に、底板の鋼種に応じて、降伏比が 80％以下の場合は𝜎𝜎𝐵𝐵 𝜎𝜎𝑦𝑦⁄ = 1.45、降伏比が 80％を超える場合は

𝜎𝜎𝐵𝐵 𝜎𝜎𝑦𝑦⁄ = 1.10とし、これらの値を式(9.7)に代入することにより、底板の終局浮上り量として次式が得ら

れる。 

・降伏比が 80％以下の場合，   𝛿𝛿𝐵𝐵 = 14𝛿𝛿𝑦𝑦               (9.9a) 

・降伏比が 80％を超える場合， 𝛿𝛿𝐵𝐵 = 4𝛿𝛿𝑦𝑦                     (9.9b) 

 

表 9.1に、上記の荷重条件を纏めて示す。 

 

表 9.1 照査用荷重条件 

タンク隅角部の浮上り 浮上り変位 

 

告示 78 号に基づき、タンク隅角部浮上り終局

変位𝛿𝛿𝐵𝐵を設定 

・𝛿𝛿𝐵𝐵 = 14𝛿𝛿𝑦𝑦（軟鋼） 

・𝛿𝛿𝐵𝐵 =   4𝛿𝛿𝑦𝑦（高張力鋼） 

但し、𝛿𝛿𝑦𝑦 = 3
8
𝑡𝑡𝑎𝑎∙𝜎𝜎𝑦𝑦2

𝐸𝐸∙𝑝𝑝
  

𝑞𝑞𝑦𝑦 =
2𝑡𝑡𝑎𝑎�1.5𝑝𝑝𝜎𝜎𝑦𝑦

3
 

 

 

（３）荷重の繰返し回数 

既往の調査検討においては、高レベル地震時のタンク隅角部底板の浮上り挙動の繰返し回数を 100回

に設定しており、今回の調査検討においても継続的な観点から、高レベル地震時のタンク隅角部浮上り

挙動に対する荷重繰返し回数 100 回を採用 する。 

 

尚、1 回の地震を受けた場合の底板浮上り回数を検討した例として、河野らは 11 万 kl タンク（内径

81.5m,高さ 24m）を対象にして、1995 年 1 月 17 日の兵庫県南部地震のうち葺合記録 N45W 波（最大加速

度 834gal）を用いて解析しており、その結果を図 9.2に示す。同図より、1回の地震に対して底板浮上り

回数は高々数回程度としている。 
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図 9.2 11万 klタンクの底板浮上り挙動例 15) 

 

一方、消防庁「屋外タンク貯蔵所の耐震安全性に関する調査検討報書」（H29 年 3 月）における屋外貯

蔵タンクの耐震安全性検討では、【旧法】3万 KLタンク（内径φ45.1m,高さ 21.3m）を対象にして、想定

南海トラフ地震（A地区 EW 方向の最大加速度 767gal）を用いて解析しており、その結果を図 9.3に示す。

同図より、1 回の地震に対して底板浮上り回数は小さな浮き上がりを含め総計 34 回であるが、実質的な

底板浮上り上り回数としては高々数回程度である。 

 

図 9.3 3万 KLタンクの底板浮上がり挙動例 16) 

 

以上より、何れも 1回の地震における実質的な底板浮上り回数は、高々数回程度と見込まれ、タンク

供用期間中に遭遇する高レベル地震の回数を考慮しても、タンク隅角部底板の浮上り挙動は高々100回

程度を考えられる。 
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4.2 解析対象 

（１）対象タンク 

表 9.2に、解析対象タンクを示す。 

 

表 9.2 対象タンク 

区分 
容量 

(kl) 

内径 

(mm) 

高さ 

(mm) 

液高さ 

(mm) 
液比重 材質 

構成板厚 (mm) 

底板 ｱﾆｭﾗ板 側板 

旧法 9,900 29,000 16,730 15,000 0.92 SS400 6 6 18 

新法 32,000 45,000 22,000 20,000 1.0 SPV490Q 12 12 20 

新法 110.000 82,000 24,000 21,000 1.0 SPV490Q 12 21 36 

 

（２）解析条件 

・軸対称ソリッド解析 

・6 節点／8節点アイソパラメトリック要素 

・弾塑性大変形解析 

・硬化則：等方硬化 

・基礎と底板との離間・接触を考慮 

 

尚、解析に用いた圧力容器用鋼板 SPV490Qの材料定数を表 9.3に示す。 

 

表 9.3  材料定数[SPV490Q] 

縦弾性係数 E 205,939.7 N/mm2 

ポアソン比 ν 0.3 

降伏応力 σY 490 N/mm2 

引張強さ σu 610 N/mm2 

ひずみ硬化率 H’ E/100 （等方硬化） 

基礎ばね定数 Kb 0.3 N/mm3  

 

尚、材料の加工硬化特性については、添付資料-1に示す「2013 ASME Boiler and Pressure Vessel Code, 

Sec.Ⅷ,Division 2」の算定式による応力-歪み線図を比較して、等方硬化則𝐻𝐻′ = 𝐸𝐸 100⁄ を採用した。 
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（３）解析モデル 

 

図 9.4 タンク隅角部の解析モデル 

 

 

図 9.5  9,900klタンクの解析モデル 
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図 9.6  32,000klタンクの解析モデル 

 

 

 

図 9.7  110,000kl タンクの解析モデル  
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4.3 残留応力場での疲労亀裂進展解析 

表 9.5に、表面亀裂を有するタンク隅角部溶接継手における応力集中係数を示す。 

 

   

①側板×アニュラ板（平行） ②アニュラ板相互（直角） ① アニュラ板×底板（平行） 

図 9.8  表面亀裂を有するタンク隅角部溶接継手 

 

表 9.4に、解析対象タンクにおける側板×アニュラ板溶接継手の隅肉脚長を示す。 

 

表 9.4 側板×アニュラ板溶接継手 

区分 
容量 

(kl) 
材質 

板厚構成(mm) 隅肉寸法 (mm) 
備考 

底板 ｱﾆｭﾗ板 側板 W1 W2 W3 W4 

旧法 9,900 SS400 6 6 18 6 6 6 6 θ=45° 

新法 32,000 SPV490Q 12 12 20 15 12 12 12 θ=39° 

新法 110.000 SPV490Q 12 21 36 20 16 16 16 θ=39° 

 

一般的に、側板×アニュラ板溶接継手には部分溶込みグルーブ溶接が用いられており、このうち、タン

ク内面側の隅肉溶接は、アニュラ板側の隅肉脚長（𝑊𝑊1）が側板側（𝑊𝑊2）より長い不等脚長（𝑊𝑊1 ≥ 𝑊𝑊2）

となっている。更に、溶接ビードは滑らかな形状を有していることが要求される【規則第 20条４】。 

解析対象タンクにおいても、次式より内面側隅肉溶接の角度θを計算すると概ねθ=39～45°程度とな

っている（図 9.9）。 

 

𝜃𝜃 = 𝑡𝑡𝑡𝑡𝑡𝑡−1(𝑊𝑊2 𝑊𝑊1⁄ )                           (9.10) 

 

 

図 9.9 側板×アニュラ板隅肉溶接継手 

 

これより、側板×アニュラ板溶接継手の隅肉溶接止端部における応力集中係数は、図 6.22（隅肉溶接

止端部の応力集中係数𝐾𝐾�t）において、安全側の取扱いとして隅肉溶接角度𝜃𝜃 = 45°として評価する。  

𝑀𝑀
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一方、アニュラ板相互の突合せ溶接継手の止端部における応力集中係数は、図 6.19（突合せ溶接止端

部の応力集中係数𝐾𝐾�t）より、前出と同様に評価する。 

表 9.4に、表面亀裂を有するタンク隅角部溶接継手の応力集中係数を示す。 

 

表 9.5  タンク隅角部溶接継手の応力集中係数 

記号 部位 継手 亀裂の方向 
残留応力項   

𝛼𝛼R 

応力集中 

係数 𝑀𝑀𝐾𝐾 
備考 

① 側板-ｱﾆｭﾗ板相互 T 継手 溶接線に平行 0.36 3.8 （隅肉角度θ＝45°） 

② ｱﾆｭﾗ板相互 突合せ 溶接線と直角 0.6 1.0  

③ ｱﾆｭﾗ板－底板相互 突合せ 溶接線に平行 0.36 1.9 （曲げ応力の影響小） 

 

これより、タンク隅角部溶接継手において、表面亀裂が溶接線に平行に位置する場合（記号①）が最

も安全側の評価を与えることから、疲労亀裂進展解析は当該ケースについて実施するものとする。 
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